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全体写真

会場の様子

シンポジウム AI×発酵技術
The 2nd Asia-Pacific Enzyme Technology 
Symposium - jointly organized with The 2024 HUS 
Symposium on Life Science and Biotechnology

リポート

2024年10月25日、ベトナム・ハノイにおいて、ベ
トナム国家大学自然科学大学（VNU-HUS）との共同
主催で「第2回アジア太平洋酵素技術シンポジウム - 
2024年HUS生命科学およびバイオテクノロジーシ
ンポジウム」が開催されました。本シンポジウムは、ア
ジア太平洋地域における酵素技術およびバイオテク
ノロジーに関連する科学技術と循環型経済の発展を
促進することを目的としています。
シンポジウムでは、先端技術、産業、食品・農業、環
境技術の4つの分野で13の講演と、VNU-HUSの学
生によるポスターセッションも同時に開催され、34の
研究発表が行われました。ベトナム企業約30社と大
学・研究機関から234名が参加し、非常に活発な議
論が繰り広げられ、酵素・バイオテクノロジーへの関
心の高さを改めて実感しました。
今回、ベトナム政府からDuy科学技術省副大臣、日
本政府から石川在ベトナム日本国大使館次席公使に
も出席いただきました。東南アジアのASEAN諸国は

目覚ましい経済発展を遂げており、豊かな生物多様
性と優れた人的資源を保有しています。ASEAN諸国
の一つであるベトナムでシンポジウムを開催できた
ことは、今後の日本とベトナムの技術交流の一助と
なったと考えます。
天野エンザイムは、今後もアジア太平洋地域でシ

ンポジウムを開催し、酵素技術を通じて産業界のさら
なる発展と持続可能
な社会の実現に努め
てまいります。

発酵とは、微生物を活用し、人間にとって有用な物

質を生み出すプロセスです。発酵の力で有用物質を

作り出す企業には、微生物の培養工程を正しく設計/

管理できる熟練技術者が必要です。熟練技術者は、

培養槽のセンサー情報・分析結果・人の五感を頼り

に対応に当たっていますが、長年解決できない課題

があります。

1つ目は、熟練技術者個人のノウハウ・経験への依

存により、培養標準化の手法が技術者ごとに異なっ

てしまうこと、2つ目は熟練技術者であっても培養不

調の要因特定および最適化に時間を要すること、3

つ目は培養をスケールアップする際に技術者が全て

の設備特性を理解できず、低収量に陥ってしまうこと

が挙げられます。

課題に対応するため、天野エンザイムとちとせ研

究所が連携（※NEDOプロジェクト）し、「酵素生産性

をリアルタイムで可視化する仕組み」を構築しました。

検討は、①天野エンザイムの酵素生産菌を用いた培

養データの取得、②データ前処理、③AI予測モデル

の開発、④推論、⑤制御試験の順で進めました。培養

状態を把握するセンサーとして、従来センサー（pH、

溶存酸素など）に加え新規センサー（ちとせ研究所が

新たに開発したAI学習に特化した培養状況リアルタ

イムモニタリング用センサー〔電位・色・匂い・波長な

ど〕）を導入しました。

検討の結果、従来センサーのデータに新規セン

サーのデータを追加することで、AI予測モデルの予

測精度が大幅に向上しました。さらに非線形モデル

を導入することで、酵素生産性の実測値とAI予測

モデルの予測値がほぼ一致しました（図１）。微生物

を用いた酵素製造において「酵素生産性をリアル

タイムで可視化するAI予測モデル」の構築に成功し

ました。

今回の成果により、工場の培養状態をリアルタイ

ムで可視化し、過去のデータと照合しながら培養を

適切に制御する“AI自動運転”を目指せるようになり

ます。天野エンザイムは多種多様な微生物を活用し、

AIなどの先端技術に加え、育種・培養などの伝統技

術も活用し、新たな価値あるものづくりを行っていき

ます。

※本検討結果は、NEDO委託事業である「カーボンリサイクル実現を加速するバイオ由来製品生産技術の開発」の取り組みの中で得られた成果です。
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【予測結果1】

図１. AI予測モデルの構築による酵素生産性の予測
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